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堅 尾 吉 明
非晶質合金は熱的に不安定であり, ある温度になると結晶化が始まる｡非晶質合金からの結
晶の発生,成長過程は,非晶質の構造,組成, 温度に大きく依存している｡本研究は,電子療
微鏡内で加熱して,非晶質相から発生,成長する結晶粒をその場観察によって連続的に追跡 し,
定量的な解析から結晶界面での反応の性質を通じて非晶質の構造や,その内の拡散に対する知
見を得て,結晶化に於ける粒成長の機構を正しく把握しようとするものである｡
非晶質F｡-14at%Bでは,最初にα-F｡粒子が発生し径数100Å程度まで急速に成長
する｡次に正方晶Fe3B結晶粒が発生し,大きく成長する｡従来の研究では,後者の成長速度
の緩和が問題になっており,その原因が議論されたが明らかにされていなかった｡今回,α-
Feの格子定数の測定からα-Fe中のB濃度が変化することが判明した｡その為に,非晶質
の組成も変化して,粒成長の緩和現象に寄与していることが明らかになった｡
非晶質Fe-25at%Bから発生する結晶相は,α-Feと正方晶Fe2Bの共析,正方晶
Fe3B,斜方晶Fe3B の3種類が確認されたo特に,大多数であり,非晶質相と組成を同じ
くする,正方晶Fe3B結晶粒を追跡観察し, 定量的な解析を行ない,次のことを明らかにし
た｡正方晶Fe3Bは等速成長する｡ 近接結晶粒は,互いに干渉せずに成長するから,原子の
輸送は短距離的なものである｡成長速度は温度に対して可逆的であるから,界面の移動の素過
程は変化していない｡成長速度の温度依存は,ア-レニウス型からのずれを示す｡これらのこ
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